













































この【研究 2】の調査は，2008年と 2011年に 2回行われた。2008年の時点で 1年と 2年








【研究 3】では，【研究 1】，【研究 2】のような量的調査では充分に解明できなかった具体
的な対日態度の形成過程を見るために，学習者にインタビュー調査を実施した。インタビ
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委員  久保田 美子（国際交流基金日本語国際センター） 
委員  横山 紀子（国際交流基金日本語国際センター） 
委員  近藤 彩 
委員 山内 博之（実践女子大学) 
委員 今野 雅裕 
 
本論文の最終報告に引き続き，平成 25年 8月 7日（水）16時半から審査委員会が開催さ
れた。審査委員は簗島史恵（主査・国際交流基金日本語国際センター），久保田美子（副
査・国際交流基金日本語国際センター），横山紀子（副査・国際交流基金日本語国際セン
ター），近藤彩（副査・政策研究大学院大学准教授），山内博之（実践女子大学教授）,今
野雅裕（博士課程委員会委員長代理・政策研究大学院大学教授）の 7名であった。 
 
本論文を評価する点として，以下のような意見が出された。 
(1) 言語教育，日本語教育が異文化理解の深化にどう働くか，という重要なテーマに長
期縦断研究で挑んだ貴重な研究である。語学教育が異文化理解能力を持つグローバ
ルな人材育成にいかに貢献するかという問題は，現在まだまだ実証的に充分解明さ
れているとは言えず，そういう意味でその入り口となる重要な研究であると考えら
れる。 
(2) 個別の日本語教育政策研究の基礎ともなるべき，日本語教育が持つ，対日態度の形
成や一般的異文化態度の形成などにおける有効性を明らかにする研究であり，政策
的含意をも持つものと評価できる。 
(3) 行き届いた先行研究をもとに，そこに欠けていた点を補う形で研究計画・調査計画
が立てられ，それが首尾よく実行されている。他の言語学習者や他専攻学習者との
比較，また，2年間の長期の継続研究により，その間の態度変化を分析するという新
たな研究デザインが用いられ，対日態度，一般的異文化態度の深化の全体的な状況
に新たな知見を示すことが出来た。 
(4) 研究全体の組み立て方が明確であり，論理展開が非常にスムーズである。 
(5) 海外の現場の教師だからこそのオリジナリティが随所に感じられる（対日情報源の
選択の仕方，肯定的態度・否定的態度の判定，母語によるインタビュー等）。セン
シティブな内容も現場の教師の調査研究だからこそ扱えたと思われる。 
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(6) 周到かつ冷静な研究計画の中に著者の日本語教育への情熱が感じられる。 
一方，以下の点が指摘された。 
(1) 調査対象者に関する基礎的情報（大学の中国における位置付け，平均年齢等）を加
筆する必要がある。 
(2) 今後類似の研究を行う研究者にとって参考になるよう，1，2年生と 3，4年生それぞ
れの学習環境（教材，授業内容等）や日本語運用力の違いなどの情報も記述するこ
とが望ましい。 
(3) 【研究３】で扱っている３つの態度が相互にどんな関係にあるか，関連性が見える
ような考察を加える必要がある。 
(4) 先行研究の引用にページ数を入れるべき箇所が見られる。 
上記のコメントに対して，著者は直ちに論文の修正を行い，修正稿を提出し，主査の最
終確認を経た上で博士論文最終版として提出させることとした。審査委員会において，こ
のような手続きを経ることに合意し，本論文が本学博士論文として妥当であると結論付け
た。 
 
